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【あらまし】小中・高等学校で使用されている教科

書には,古文や漢籍,地名や人名などを表記するため

に, Jisの規格表には掲載されていない漢字,いわゆ

るJIS外漢字が数多く使用されている。しかし, Jis

外漢字をコンピュータ上で取り扱う技術は十分に確立

されていないため,それらの漢字を含むテキストを電

子化し,教材として利用するのは困難であった。そこ

で,本研究では,大規模文字フォントデータベースを

活用して, Jis外漢字を電子化する手法を考案し,テキ

スト教材を電子メディア化する際の問題点とその解決

法について検討を行った。

1.は じ め に

我が国の小中学校および高等学校で使用されている

文部省検定済みの教科書には,国語科にある古文や漢

籍,さらには社会科で使用される地名や人名などの固

有名詞を表記するために, JISの規格表には掲載され

ていない漢字,いわゆる「JIS外漢字」が数多く使用

されている。しかしながら, JIS外漢字を含むテキス

トを電子化する技術は十分に整備されていない。その

ため,漢文のテキストなどJIS外漢字を含む教材を教

師がコンピュータで作成するのは困難であった。

そこで,本研究では,大規模文字フォントデータベー

ス『今昔文字鏡』(文字鏡研究会 1999)(1)を用いて,教

師が持つパソコン上で, Jis外漢字を電子化する手法

を考案する。さらに,実際の教科書に掲載されている

JIS外漢字を電子化する実例を紹介した上で,テキス

ト教材を電子メディア化する際に生じる諸問題とその

解決技法について実証的な検討を行った。さらに,そ

の応用として,インターネットを介して, Jis外漢字

を誤りなく情報交換する方法を示した。

2.従来の手法とその問題点

これまでに, JIS外漢字をコンピュータ上で取り扱

う方法は,いくつか提案されてきた。その最も身近な

例として,ワープロの外字機能がある。これは, JIS外

漢字をユーザが自ら登録する方法であるが,これには

次のような問題点が指摘されている。①JIS外漢字の

文字フォントを自ら作成する必要があること,②文字

フォントの作成は煩雑であり,かつ,多大な時間を要

すること,③外字の印字品質が悪いこと,④自ら作成

した文字フォントは,他者が所有するコンピュータで

は利用できないため,教師同士での情報交換ができな

いこと,すなわち,インターネットなどのオープンな

システムでは利用できないこと,などがあげられる。

さらに, JIS外漢字の電子化を試みた例として,『広

辞苑第5版 CD-ROM版』(岩波書店 1997)(3)があ

る。この辞書ソフトでは,専用の文字フォントを搭載

することで, JIS外漢字の電子化を実現している。し

かし,これらのJIS外漢字フォントは,辞書ソフト専

用に開発されたものであるため,我々が作成する文書

ファイル上で利用することができない。すなわち,こ

の辞書で電子化されているJIS外漢字は,他のソフト

ウェアとの互換性は保証されていない。また, Jis外

漢字の文字フォントの輪郭線が滑らかではないため,

文字の印字品質を向上させる必要があるなど,様々な

問題点が指摘されている。

3. JIS外漢字の電子化手法

上述したように, Jis外漢字を電子化する従来の手

法には,数多くの問題点が存在する。そこで,本研究

では,それらの問題点を解決するために,以下のよう

な手法を提言する。最初に,ワープロやデータベース,

表計算ソフトなど,一般的なアプリケーションソフト

上でも扱える汎用性の高い文字フォントを活用するこ

とによって, Jis外漢字を電子化できるようにする。

さらに,トゥルータイプフォント(True Type Font,

以下TTFと表記)を利用する。これにより,文字の

拡大・縮小が自由にできること,字体を拡大しても輪

郭線が極めて滑らかであること,高品質の表示および

印字が実現できること,などのメリットが得られる。

これら一連の手法を用いることにより, Jis外漢字を

含むテキスト教材の電子メディア化が実現できれば,

教材開発の支援環境が整備されるものと期待できる。
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4.教材開発への応用

図1には,中学2年時に使用する国語科の教科書に

掲載されている｢古典に親しむ｣より,杜甫が書いた

『絶句』の白文を示す(栗原ほか1997)(2)。図1のよう

に, Jis外漢字『逡』を含むテキスト教材を電子メディ

ア化する手法を具体的に検討する。今回, Windows環

境下で, MS-Word 97を用いたが,他のアプリケー

ションを用いても全く同様の手順で実現できる。

何 今 山 江

日 春 青 碧
雪

是 看 花 鳥

帰 又 欲 逡
笛

年 過 然 白

図1. JIS外漢字を含むテキスト教材

中学2年国語科の教科書の抜粋

4。1 大規模文字フォントデータベースの利用

「文字鏡研究会」が提供する大規模文字フォントデー

タベース「今昔文字鏡」には,約9万字(そのうち漢

字は約8万字)の文字フォントが納められており,世

界最大規模の文字数を誇る。このデータベースに納め

られている文字フォントをインストールする。なお,

この文字フォントはLinux等と同様にフリーで利用

できる。インターネットを利用すれば誰でも自由にダ

ウンロードでき,TTF対応のWindows版とMac版,

さらに,PSプリンター用,Tex用などが用意されて

いる。ただし,文字フォントの検索エンジンの利用に

ついては,製品版を購入する必要がある(文字鏡研究

会 1999)"'。

4。2「今昔文字鏡」を用いたJIS外漢字の電子化

JIS外漢字をワープロ上で扱うための操作的手順

は,次の通りである。①電子化したいJIS外漢字に

の場合『瀧』)を今昔文字鏡から検索する。②「逡」を

選択し,クリップボードに転送する。③ワープロ上で

は,『逡』を表示したい箇所にカーソルを移動させ,[貼

り付け]を実行する。

なお,本稿は,これまでに述べた方法と全く同じ手

順で, JIS外漢字『逡』を含むカメラレデイ原稿を作

成した。

5.インターネット上でJIS外漢字を扱う方法

JIS外漢字をインターネット上で流通させる方法と

して,現在のところ2つのアプローチがある。 1つは

漢字の画像(GIFファイル)を利用する方法で,もう

1つはTTFを使う方法である(横山･野崎 1999) <■"。

現在,この2つのアプローチのいずれにおいても,

学術研究団体である「文字鏡研究会」のフォントセン

ターに収録されている世界最大の漢字フォントデータ

ベースを利用する方法以外に現実的な解決策は見当た

らない(http://www.mojikyo.gr.jp/)。

「文字鏡フォントセンター」にリンクを張れば,8

万字以上の漢字GIFファイルをWebページで表示で

きる。また,それらのTTFもダウンロードできる(文

字鏡研究会, 1999)。

5。1 漢字GIFファイルヘのリンクを活用したホー

ムページの作成

筆者らが運営している『文字メディア研究会』のホー

ムページでは,漢字GIFファイルヘのリンクを活用し

て, Jis 外漢字を表示している(http://gauss.c.u

-tokyo.ac.jp/~ohmori/kanji.html)。文字メディア研

究会とは,日本語における文字・語彙の使用実態調査

を実施し,文字言語の認知機構に関する研究を行うこ

とを目的として設立されたもので,国内外の心理学者,

国語学者や言語学者,企業のソフトウェア開発者,大

学院生などが参加する産学協同の国際的な学術研究グ

ループである。

付録には,文字メディア研究会のホームページに掲

載されている『ゲタ文字「=」化された漢字の頻度表』

のソースファイルの一部を示した(http://gauss.c.u

-tokyo.ac.jp/~ohmori/kanji/mtable3.html)。その中

から,「那」というJIS外漢字を96dotの画像で表示

する際のHTMLファイルの一部を示す(付録の該当

個所には,アンダーラインを付加)。

文字鏡フォントセンター(http://www.mojikyo.gr.

jp/)へのリンクにより,「那」の漢字GIFファイルを

表示している。この方法を用いれば, Jis外漢字が表

示できること,さらには,日本語が表示できない海外

のコンピュータに対しても,文字情報の交換が誤りな

く実現できること,などのメリットがある。

6.ま と め

本研究では, Jis外漢字を電子化する際に生じる諸

問題を指摘し,その解決方法について検討した。さら

に,中学校国語科の教科書に掲載されている漢文を具

体例として取り上げ,大規模文字フォントデータベー

スを活用して, Jis外漢字を電子化する手法を考察し

た。この手法を用いれば, Jis外漢字を含むすべての

テキスト教材を電子メディア化し,教育資源として有

効に活用できるものと考える。さらに,文字鏡フォン

トセンターを利用して,インターネット上で, Jis外

漢字を表示させる手法を示した。

本研究での成果を利用すれば,古書や仏典などJis

― 176 ―



-

JIS外漢字の電子化手法と教材開発への応用

外漢字を数多く含む文献のデータベース化,図書館の

電子メディア化, wwwを利用した電子化出版の実現

など,幅広い分野での応用が期待できる。

昔文字鏡の利用許諾をいただき,感謝致します。

(平成11年9月10日受理)
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